
平成２２年度 京都府立大学地域貢献型特別研究（ACTR）成果 

分類 

番号 
A   

取組 

名称 
 宮津市街地の景観まちづくりに関する調査研究  

研究代表者：生命環境科学研究科・教授： 三橋 俊雄 

研究担当者： 

 京都府立大学（佐藤仁人、河合慎介、福井亘、青山公三（敬称略）） 

 外部分担者・協力者（安達仁和氏、稲葉年治氏、小谷保雄氏 ほか） 

主な連携機関（所在市町村、機関（部署）名） 

 京都府宮津市、宮津高校 など 

 

【研究活動の要約】 

 
本研究では、宮津市街地の景観まちづくりとして、本学が提示した、人とのふれあいを大切にし
ながら「おもてなし・にぎわい」を創造するための6つのフェーズ「彩り・巡り・集い・お接待・
潮の香り・語り」の実現化に向けて、以下の項目をすすめてきました。 
 1）「彩り・巡り・集い・お接待・潮の香り・語り」をテーマとした人づくりとして、住民と
の「まち歩きワークショップ」の開催（3回） 

 2）住民参加を促す「まちなかの語り部ネットワークづくり」の促進 
 3）良好なまちなみ景観創出のためのルールづくりの予備的検討 
 4）以上の活動を市民に周知いただくための「メディア発信」「パネル展示」「シンポジウム
の開催」 

 

【研究活動の成果】 

1） 宮津市景観ワークショップ(6月、10月、12月)の開催と、講演を行いました。 

2） 宮津市景観まちづくりシンポジウムを23年3月に行いました。 

3） 冊子「宮津まちなか西部地区、出逢いの旅ノート」（61頁）を制作しました。 

4） 瓦版「宮津市景観まちづくり通信」（Ａ3両面）を制作しました。 

5） シンポジウム発表収録「宮津まちなか西部地区・住んで良し訪れて良しのまちづくりに向け

て〜宮津まちなか観光の仕掛け提案〜」（6頁）を制作しました。 

6） 宮津西部地区インタビュー報告書（35頁）を制作しました。 

【研究成果の還元】 

  H22/6/28 宮津市松ヶ丘公民館、関係者等約 30 名「宮津市景観ワークショップ(1)」 

  H22/10/20 宮津市松ヶ丘公民館、関係者等約 30 名「宮津市景観ワークショップ(2)」 

  H22/12/8 宮津市松ヶ丘公民館、関係者等約 30 名「宮津市景観ワークショップ(3)」 

  H23/3/13 宮津市歴史の館、関係者等約 60 名「宮津市景観まちづくりシンポジウム」 

  冊子「宮津まちなか西部地区、出逢いの旅ノート」（61頁）を制作しました。 

 

【お問い合わせ先】生命環境科学研究科 地域・生活文化研究室 教授：三橋俊雄 

  Tel: 075-703-5435      E-mail: tmitsu@kpu.ac.jp 

第３号様式 



参考（イメージ図、活動写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮津市景観ワークショップ（2010 年 6 月） 

 

宮津市景観まちづくり通信（2011 年 3月） 

 

 

 

 


